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保
険
税
の
内
訳

　
平
成
25
年
度
の
国
保
税
率
お
よ
び

賦
課
限
度
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
税
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

国
保
税
の
支
払
い

　
国
保
税
は
、
普
通
徴
収
の
人
と
特

別
徴
収
の
人
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
人
】

　
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
を
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。

第
1
期
の
納
付
期
限

7
月
31
日
㈬

◆
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
、
一
度
の
手
続
き
で
簡
単
・
便

利
に
納
付
で
き
る
口
座
振
替
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、
届
け
出
か

ら
通
常
2
カ
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。

第
1
期
か
ら
口
座
振
替
を
行
う
場
合

は
、
今
月
中
に
金
融
機
関
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
次
の
す
べ
て
を
持
参
し

た
上
で
、
直
接
口
座
振
替
取
り
扱
い

金
融
機
関
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い

●
預
（
貯
）
金
通
帳

●
通
帳
の
届
け
出
印

●
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
を
利
用
す

る
場
合
）

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。
市
外
の

金
融
機
関
を
利
用
す
る
場
合
な
ど
は
、

保
険
年
金
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
様
式
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
西
印
旛
農

業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

国
保
税
が
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯

●
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯

●
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
に
な
っ
て
い
る
世
帯

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ

り
、
国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
て
、
年
金
受
給
額
の
2

　
　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
国
や
県
の
支
出
金
の
ほ
か
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保

　
事
業
が
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
保
険
税
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税

国保税率と賦課限度額

区分 率と額

医
療
分

所得割 7.03㌫

被保険者別均等割 26,300円

世帯別平等割 30,300円

賦課限度額 510,000円

支
援
分

所得割 2.1㌫

被保険者別均等割 4,300円

賦課限度額 140,000円

介
護
分

所得割 1.42㌫

被保険者別均等割 11,400円

賦課限度額 120,000円

          

分
の
1
を
超
え
な
い
世
帯

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
上
位
の
順
位
の
年
金
が
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
た
め
、
他
の
年
金

を
含
め
た
合
計
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
場
合
で
も
、
国
保
税
を
特
別
徴

収
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

◆
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す

　

　
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
切

り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
〕

○
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人
〕

○
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
を

し
、
そ
の
と
き
に
渡
さ
れ
る
国
民
健

康
保
険
税
の「
口
座
振
替
依
頼
書（
本

人
用
）」
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

所
得
税
の
控
除

　
国
保
税
の
納
付
額
は
、
年
金
天
引

き
の
場
合
は
世
帯
主
に
、
口
座
振
替

の
場
合
は
口
座
名
義
人
に
、
所
得
税

お
よ
び
市
・
県
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

　
国
保
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

で
、
平
成
24
年
分
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
前

年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

世
帯
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

の
で
、
収
入
の
な
い
人
や
市
・
県
民

税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
だ
け
の
人
も
市
・
県

民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
保
険
に
加

入
し
た
時
は
必
ず
届
け

出
を

　
国
保
の
加
入
者
が
他
の
保
険
に

入
っ
た
場
合
、
資
格
喪
失
の
届
け
出

を
し
な
い
と
国
保
税
が
掛
り
続
け
、

滞
納
に
な
る
と
督
促
状
が
発
送
さ
れ

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
資
格
の
変
更
は
、
自
動
的
に

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
国
保
と
職
場
の

保
険
証
の
両
方
を
持
参
し
、
保
険
年

金
課
で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　

保
険
年
金
課
保
険
税
班

　
内
線

3
1
7
1
〜
3

白井市庁舎建設等検討委員会が発足

白井市庁舎建設等検討委員会委員の皆さん

　耐震性の不足や、老朽化などの課題から検討を進めている庁舎整備事業につい
て、今年度から予定している基本計画および基本設計などを、文化や女性、福祉
などの幅広い視点から意見を聞き計画を推進するため、市議会議員から3人、学識
経験者から6人、公共的団体などの代表者から3人、公募市民から5人および市職員
から3人による「白井市庁舎建設等検討委員会」を発足し、4月15日に第1回目の
会議を開催しました。
　当日は委員の委嘱、委員長・副委員長の選出のほか、これまでの庁舎整備事業
に関する経緯などの説明や今後の事業の進め方などを審議し、会議終了後は庁舎
などの見学を行いました。
　会議の概要などは、市ホームページや情報公開コーナーで随時お知らせします。
　なお、委員の皆さんは次のとおりです。（敬称略）
【委員】　川岸梅和（委員長）、岡野三之（副委員長）、谷嶋稔、素田久美子、幸正純治、
川島晃、猪狩晃一、佐藤昭一、渡辺忠明、竹内正一、小田倉巳喜、林晃弘、加藤恵泉、
藤森義韶、清水宏、高山弘美、加瀬栄男、宇井隆浩、寺島聡、岡本和哉
問　管財契約課管財契約班　内線3341・2

国民健康保険は皆さんに
支えられています

平成 25年
（2013 年）



※　　　　　は「自転車等放置禁止区域」　　　　　　  は駐輪場です。

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では、平成26年4月1日付けで採用する職員の採用試験を
平成25年度印旛郡市職員採用共同試験により実施します。

試験日程　〔1次〕7月28日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
〔2次〕8月下旬（対象は1次試験合格者で該当者には通知します）
試験場所　〔1次〕東京学館高等学校（酒々井町）〔2次〕白井市役所
採用予定職種・人数　一般行政上級職　9人程度
※別枠で一般行政職の身体障がい者を募集します。
対象　昭和53年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人（学歴
不問）
※平成4年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短期
大学を除く）を卒業した人（卒業見込みを含む）も対象です。
　試験案内・申込書は5月20日㈪以降、市総務課または市ホームペー
ジから入手することができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、6月4日㈫から6月21日㈮ま
でに郵送（消印有効）か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（上級職）

Q
　

職
場
に
知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
、

「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
投
資
と
し
て

購
入
し
た
後
賃
貸
し
、
賃
貸
料
を
副

収
入
に
し
な
い
か
」
と
い
う
電
話
勧

誘
が
頻
繁
に
あ
り
困
っ
て
い
る
。
断

っ
て
も
ま
た
電
話
が
あ
り
、
そ
の
た

び
に
強
引
で
し
つ
こ
い
勧
誘
の
た
め
、

業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（

40
代
・
男
性
）

A
　

断
っ
て
も
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る

よ
う
な
悪
質
な
電
話
勧
誘
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
「
事
業
者
の
営
業
目
的
」

「
事
業
者
名
」「
担
当
者
名
」「
連
絡

先
（
電
話
番
号
な
ど
）」
を
聞
い
た

上
で
、
は
っ
き
り
と
購
入
す
る
意
思

が
な
い
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
以
上
勧

誘
電
話
を
し
な
い
よ
う
に
と
伝
え
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
事
業
者
が
宅
地
建
物
取
引
業
者
で

あ
れ
ば
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
で
事

業
者
に
対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
行

為
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
勧
誘
す
る
前
に
宅
地
建
物

取
引
業
者
の
商
号
ま
た
は
名
称
、
勧

誘
を
す
る
人
の
氏
名
、
勧
誘
を
す
る

目
的
で
電
話
し
た
こ
と
を
告
げ
な
い

で
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
契
約
し
な
い
意
思
を

表
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
勧
誘
を

投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
強
引
な
勧
誘

続
け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
夜
間
な
ど
迷
惑
を
感
じ
る

よ
う
な
時
間
の
電
話
や
訪
問
に
よ
る

勧
誘
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
断
っ
て
も
何
度
も
勧
誘
し
て
く
る

よ
う
な
事
業
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な

行
為
が
宅
地
建
物
取
引
業
法
で
禁
止

行
為
に
当
た
る
こ
と
を
伝
え
た
上
で
、

二
度
と
電
話
し
て
こ
な
い
よ
う
に
毅

然
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
勧
誘
行
為
が
以
上
の
よ
う
な
禁
止

行
為
に
当
た
り
、
あ
ま
り
に
悪
質
で

あ
れ
ば
、
事
業
者
の
情
報
と
具
体
的

な
勧
誘
内
容
を
記
録
し
て
お
き
、
宅

建
業
者
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
の
宅

建
業
法
主
管
課
に
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
166

危険業務従事者叙勲
　4月13日に第20回危険業務従事者叙勲
受章者が発表され、市内では人見さんが
受章されました。
瑞宝単光章
　【防衛功労】
　 人見政勝さん（中在住）＜元3等海尉＞

　
放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障
害

が
あ
る
人
の
通
行
や
救
急
車
・
消
防

車
な
ど
に
よ
る
緊
急
出
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

　
市
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
」
で
、
左
図
の
と
お

り
白
井
駅
前
お
よ
び
西
白
井
駅
前
の

周
辺
を
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
に
定
め
て
い
ま
す
。
放
置
禁
止

区
域
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や

原
動
機
付
自
転
車
は
、
条
例
に
基
づ

き
市
で
撤
去
・
移
送
し
ま
す
。
自
転

車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に

チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る
場
合
は
、

西白井駅前 白井駅前

切
断
し
て
撤
去
し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
引
き
取

り
の
際
に
は
、
自
転
車
な
ど
の
使
用

者
が
移
送
保
管
手
数
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
自
転
車
な
ど
を

駐
輪
す
る
と
き
は
必
ず
所
定
の
駐
輪

場
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
を
す
る
か
、

一
時
利
用
券
を
購
入
し
て
自
転
車
な

ど
に
添
付
し
ま
し
ょ
う
。

◆
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
返
還
申
請
】

日
時

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

場
所

　
市
民
安
全
課

持
ち
物

　
返
還
を
受
け
る
人
の
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）  

、
印
鑑
、
は

が
き
で
通
知
を
受
け
た
場
合
は
「
保

管
自
転
車
等
返
還
通
知
」

移
送
保
管
手
数
料

　
自
転
車
2
、
0

0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
3
、  

0

0
0
円

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時

　
金
・
日
曜
日
（
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
や
年
末
年
始
を
除
く
）

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
左

図
の
と
お
り
）

持
ち
物

　
返
還
申
請
時
に
発
行
す
る

返
還
許
可
証
、
自
転
車
な
ど
の
鍵
、

印
鑑

問
　

市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
・
2

市
民
団
体
活
動
支
援
補

助
金
に
よ
り
活
動
を
支

援
す
る
市
民
活
動
団
体

を
決
定
し
ま
し
た

　
市
は
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
市
民
活
動
を
実
施
す
る
団
体

や
団
体
設
立
後
3
年
未
満
の
公
益
的

な
活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体
に
対

し
て
補
助
金
（
活
動
立
上
型
）
を
交

付
し
、
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
支
援
対
象
団
体
と

主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年
後
見
な
し
坊
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　

　
市
民
を
対
象
に
し
た
成
年
後
見
制

度
の
学
習
会
を
開
催
し
、
制
度
の
目

的
や
趣
旨
、
後
見
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
る
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
白
井
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会

　

　
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど
へ
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
設
置
の
普
及
活

動
の
ほ
か
、
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設
置

者
に
対
し
て
維
持
管
理
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
し
し
ば
の
丘
ク
レ
ー
プ
ハ
ウ
ス

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
菊
華
園
」

内
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
、
茶
菓

子
を
安
価
で
提
供
し
、
施
設
利
用
者

や
家
族
、
市
民
が
交
流
す
る
環
境
づ

く
り
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
と
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
支
援
を
行
う
団
体
の
活
動
報
告
な

ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ろ
い
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
4
月
8
日
か
ら
19
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目

　
ワ
ラ
ビ
、
フ
キ
、
セ
リ
、

カ
ブ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ノ
ラ

ボ
ウ
ナ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　

農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

駐輪場を利用しましょう

白井コミュニ
ティセンター

白井商工会

ひだまり館

白井中学校

白井第一小学校

白井市役所

白井消防署

放置自転車保管場所

県
道
市
川
印
西
線

国道16
号線

←柏

千葉→

白井交差点
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

住宅などの改修費用に一部補助金を支給します
　市では住宅などの改修を行ったときに、その改修費用に対して一部補助金を支給し
ています。
　補助金を活用する場合は、それぞれ一定の要件を満たす必要があり、工事を発注す
る前に交付の申請が必要となりますので、各種補助金の詳細については問い合わせて
ください。
■申・■問　建築指導課建築指導班　内線3321 ～ 3

◆住宅リフォーム費用の一部を補助します
　居住する住宅のリフォーム工事を市内施工業者（市内に本店を有する法人または個
人事業主）に頼んで行った人に対して、その経費の一部を補助します。
　補助金の割合は、補助対象経費が20万円以上で、その経費の１割を支給します。なお、
限度額は10万円です。
　市内施工業者については、市商工会☎（492）0721へ問い合わせてください。
◆アスベストの分析調査・除去工事の費用の一部を補助します
　アスベスト吹き付け材は、昭和30年から63年ごろまでに建てられた鉄骨造および鉄
筋コンクリート造の建築物に使用されている可能性があります。
　分析調査および除去工事の対象および補助金限度額は次のとおりです。
【分析調査】　対象・補助金限度額　アスベスト吹き付け材が施工されている恐れのあ
る建築物・25万円
【除去工事】　対象・補助金限度額　分析調査で「アスベスト吹き付け材が施工されて
いる」ことが確認されている建築物・120万円
◆住宅の耐震診断費用・耐震改修工事費用の一部を補助します
　耐震診断費用や耐震改修費用の一部を補助します。
　対象になる住宅は、昭和56年5月以前に着工した戸建住宅やマンションなどです。
対象・補助金限度額　戸建住宅の耐震診断・7万円、戸建住宅の耐震改修工事・50万円、
マンションなどの耐震診断・100万円

マンション管理アドバイザーを派遣します
　複雑多様化する分譲マンション管理にかかる諸問題について、県マンション管理
士会のマンション管理士の協力を得てアドバイザーを無料で派遣します。
　分譲マンションの管理・運営などについて困っている場合は、相談してください。
※1管理組合につき年2回まで活用できます。

健康教室「肺の生活習慣病C
シーオーピーディー

O P Dを知ろう！」
　「もりや内科・呼吸器科クリニック」の森谷医院長による「COPD」の解説
のほか、COPDの予防法や禁煙を成功するための秘訣などについて講話します。
当日は、肺年齢の測定もできますので、この機会に自分や家族の喫煙について
考えてみませんか。
日時・場所・申込期限　右表のとおり
対象　一般　各30人（申し込み順）
参加費　無料
■申・■問　住所、氏名、生年月日、電話番号、質問内容を記入の上、電話かEメー
ルで健康課健康づくり推進班　☎（497）3494・{ kenkou@city.shiroi.chiba.jp
※Ｅメールの場合は件名に「COPD健康教室」と記入してください。

健康教室日程
日時 場所 申込期限

6月10日㈪
13：45 ～ 大松自治会集会所（大松） 6月5日㈬

6月12日㈬
13：30 ～ 白井コミュニティーセンター 6月6日㈭

6月19日㈬
13：30 ～

中銀白井マンシオン自治会集会所
（堀込） 6月13日㈭

6月29日㈯
15：00 ～ 栄自治会集会所（冨士） 6月24日㈪

7月10日㈬
13：30 ～ 西白井複合センター 7月4日㈭

COPDってどんな病気？～肺の健康度チェック～
　COPD（慢性閉

へいそく

塞性肺疾患）という病気を聞いたことがありますか。この病気は長年の喫煙が主な原因で、肺や気管
支の組織が壊れて呼吸がしにくくなり、息切れが起こる病気です。普段生活している中で階段の上り下りなど体を動か
したときに息切れを感じる、風邪でもないのにせきやたんが続くといった症状があり、進行すると日常生活もままなら
なくなります。
　COPDは「肺の生活習慣病」と言われていますが、病気の原因や症状などの知識を正しく持ち、禁煙に取り組んだり、
症状に気づいて対策をとったりすることで予防ができる病気です。
　肺の健康度チェックリストを市のホームページに掲載しています。また、健康課でも配布していますので、自分の
COPDのリスクを知り予防などの対策を始めませんか。
■問　健康課健康づくり推進班　☎（497）3494

緑のカーテン講座
　今夏の節電に対する意識の向上を図る取り組みと
して、緑のカーテンづくりに向けたゴーヤおよびア
サガオの栽培に関する講座を開催します。参加者に
は講座に関係した苗木を差し上げます。
日時・場所　下表のとおり
対象　市内在住の小学生以上　各会場30人（申し込
み順）
参加費　無料
■申・■問　5月31日㈮までに電話か直接環境課環境保
全班　内線3276・7へ

緑のカーテン講座
日程 時間 場所

6月2日㈰ 10：00 ～ 12：00 西白井複合センター
14：00 ～ 16：00 冨士センター

6月8日㈯ 10：00 ～ 12：00 白井駅前センター
14：00 ～ 16：00 桜台センター

食
品
な
ど
の
放
射
性
物

質
検
査
が
で
き
ま
す

　
市
で
は
消
費
者
庁
に
よ
る
食
品
な

ど
の
放
射
性
物
質
検
査
機
器
の
貸
与

を
活
用
し
、
市
民
や
事
業
者
が
自
宅

な
ど
で
消
費
す
る
食
品
な
ど
の
放
射

性
物
質
検
査
を
市
役
所
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
検
査
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
に
な
り
、
検
査
日
の

前
日
（
市
役
所
が
休
み
の
場
合
は
そ

の
前
日
）
午
後
3
時
ま
で
に
商
工
振

興
課
ま
で
検
査
を
希
望
す
る
品
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
品
物
を
持
参
す
る
時
は
、
検
査
を

よ
り
正
確
に
行
う
た
め
食
品
の
食
べ

ら
れ
る
部
分
を
細
か
く
刻
み
、
5
0

0
㌘
以
上
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
飲
料
物
の
場

合
は
1
㍑
以
上
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
結
果
は
検
査
の
翌
日
（
市
役

所
が
休
み
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
に

商
工
振
興
課
ま
た
は
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
80
円

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者
　

市
民
ま
た
は
市
内
事
業
者

検
査
品
目

　
自
宅
や
事
業
所
な
ど
で

消
費
さ
れ
る
食
品
お
よ
び
飲
料
物

※
土
壌
は
対
象
外
で
す
。

検
査
費
用

　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課
商

工
振
興
班

　
内
線
3
4
2
1
・
2
へ

男
性
料
理
教
室
〜
知
ろ

う
!
作
ろ
う
!
か
ん
た

ん
料
理
〜

　 

「
定
年
を
迎
え
て
自
分
で
料
理
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
料
理

の
基
本
を
学
び
た
い
」
と
い
う
人
の

た
め
の
料
理
教
室
で
す
。  「
塩
少
々

っ
て
ど
の
ぐ
ら
い
?
」
と
い
っ
た
料

理
に
関
す
る
疑
問
や
計
量
ス
プ
ー
ン

の
使
い
方
な
ど
、
料
理
の
基
本
か
ら

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
料
理
を
通
し
て
毎
日
の
食
生
活
に

関
心
を
持
ち
、
健
康
増
進
に
役
立
て

る
良
い
機
会
で
す
。

　
教
室
で
は
食
生
活
改
善
推
進
員
が

調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

料
理
の
初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
6
月
13
日
㈭
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
6
月
18
日
㈫
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分
〜
）

対
象

　
市
内
在
住
の
男
性

　
15
人

（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー

　
マ
ー
ボ
ー
ナ
ス
丼
、
レ

ン
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
、
た
た
き
キ
ュ

ウ
リ
の
あ
え
物
、
み
そ
汁

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
健
康
課
健

康
づ
く
り
推
進
班

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
へ

昨年度の料理教室の様子
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　市では、4月15日に26人の委員を委嘱しました。
　任期は平成25年4月1日から平成27年3月31日までの2年で、委員は次の皆さんです。
【スポーツ推進委員　（順不同・敬称略）】
張貝正夫、石﨑忠和、河本静枝、坂野陽子、細野明美、上條明美、鶴岡忠幸、川上美津子、山本久男、川上美則、伊東政信、
朝倉恵美子、小圷吉美、坂本弘之、青木稔、稲垣雅也、肥沼泰宏、
寺岡道夫、森川拓、石井薫、笠井京子、長山智予、逸見輝雄、
大石重男、鈴木芳雄、廣澤修司
【スポーツ推進委員とは】
　スポーツ推進委員は、市
の非常勤職員で、地域住民
が気軽にスポーツやレクリ
エーション活動に参加でき
るような生涯スポーツ活動
の盛んなまちづくりを推進
し、スポーツ・レクリエー
ション祭などの主催事業の
ほか、白井スポーツフェス
タや梨マラソンなど市が開
催するイベントへの協力、総合型地域スポーツクラブの運営や
設立、スポーツ指導者の養成などで活躍し、健康で明るい地域
社会の形成に貢献しています。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線　3434

　市スポーツ推進委員協議会では、市民のスポーツ
普及・振興に努めるために毎年スポーツ・レクリ
エーション祭を開催しています。
　今年はグラウンド・ゴルフとウオーキングを実施
しますので、興味のある人は参加してください。
日時　6月1日㈯　午前9時～（受け付け　午前8時
30分～）（雨天の場合は6月29日㈯に順延します。）
場所　白井運動公園
対象　市内在住・在勤者
持ち物　タオル、飲み物
■申・■問　5月28日㈫までに申込書（生涯学習課、各
センターにあります）に必要事項を記入の上、郵送
か直接生涯学習課スポーツ振興班　内線3434へ

スポーツ・レクリエーション祭
参加者募集

スポーツ推進委員を委嘱しました

ニュータウンクリニック　　島田敏雄医師
●先生の専門分野を教えてください。
　大学病院で消化器外科と呼吸器外科を学びました。その後
誘われて先輩の開業した病院に勤務し、8年間専門分野のほ
か、内科や整形外科、小児科などの一般臨床にも携わりました。
昭和54年千葉ニュータウンの発足と同時に、白井市（当時は町）
で当クリニックを開院しました。開院当時は近隣に医療機関
がほとんどなく、さまざまな症状の患者さんが受診し、産婦人
科と精神科以外は何でも診察していました。多い時で1日200
人以上の患者さんを診察したこともありました。今は開院し
て30余年通院してくださっている高齢の患者さんが多く、主
に内科（消化器、呼吸器、循環器）や一部小児科も診ています。

●診察するときのモットーや心がけていることは？
　付き合いの長い患者さんが多いということもありますが、冗談を言いながら楽しい気持ちで
の診療を心掛けています。また、状況に応じて適切な医療機関を紹介するなど一人一人に合っ
た医療を提供できるようにしています。医師として働く中、患者さんの笑顔や感謝の言葉がと
ても励みになり、やりがいを感じています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください。
　顔なじみの患者さんが誘ってくれたので、近所の高齢者の集まりに参加しています。集会所
を利用して室内競技やパソコン講習会などで楽しむことができ、「SSVA」というサークルが発
行している季刊誌に健康に関する小文を書いたりしています。また、本を読むことが好きなの
で余暇には手当たり次第に本を読みます。野球や卓球、バレーボールも好きです。
●患者さんへのメッセージをお願いします。
　具合が悪い時や気になる症状がある時などは、無理をしないでかかりつけ医に相談してくだ
さい。かかりつけ医には、なんでも相談して良いと思います。また「かかりつけ医を変えたい」
「セカンドオピニオンを求めたい」と思った時「悪いかな」とためらう人がいるようですが、ど
の医療機関を選択するかは患者さんの自由なので、遠慮せず自分に納得のいく医療機関を選ん
でください。いつでも相談に応じます。

ニュータウンクリニック　清水口3ー 25 ー 1　☎（491）8051

　市内医療機関の医師へのインタビューの内容を奇数月の15日号に掲載します。相談
しやすい身近な「かかりつけ医」を見つけるための参考としてください。

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
飲
み
な

が
ら
気
軽
に
楽
し
く
妊
娠
・
出
産
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
助
産

師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
が
皆
さ

ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
の
近
い
妊
婦
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

日
時

　
6
月
5
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

　
出
産
経
過
の
話
と
呼
吸
法
の

練
習
、
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答

保
育

　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
1
0
0
円
（ 

「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
6
月
11
日
㈫

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分
（
受
け
付
け

　
午
後

1
時
15
分
〜
）

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
60
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
星
の
誕
生

の
話

保
育

　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー

　
無
料

　
そ
れ
以
外
の
人

　

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
測
定
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す

　
市
で
は
目
に
見
え
な
い
放
射
線
の

影
響
に
よ
る
健
康
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
で

測
定
し
た
場
合
、
測
定
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
測
定
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
の
測
定
が

で
き
る
機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
助
成
申

請
の
手
続
き
は
、
平
成
26
年
3
月
31

日
㈪
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
と
は
、

体
内
に
存
在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら

放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
を
検
出
器
で

測
定
す
る
も
の
で
す
。

助
成
対
象
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1

日
㈪
〜
平
成
26
年
2
月
28
日
㈮

対
象

　
白
井
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
助
成
対
象
期
間
中
に
妊
娠
し
て
い

る
人

●
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

助
成
金
額

　
1
人
3
、
0
0
0
円
以

内
　

生
活
保
護
受
給
者
受
給
の
世
帯

の
人

　
1
人
6
、
0
0
0
円
以
内

※
助
成
を
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、
1

人
1
回
ま
で
で
す
。

申
・
問

　
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る

書
類
、
領
収
書
の
原
本
、
認
め
印
、

振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
分
か

る
も
の
（
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人

の
も
の
）、
妊
娠
し
て
い
る
人
は
母

子
手
帳
を
持
参
の
上
、
直
接
健
康
課

母
子
保
健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
4
へ

心
と
身か

ら
だ体
の
元
気
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
高
齢
者
が
自
分
の
体
の
状

態
を
振
り
返
る
た
め
の
「
心
と
身
体

の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
票
（
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
）   

」
を
、
市
内
在
住
で

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
票
は
、
高
齢
者
自

身
が
「
体
を
動
か
す
こ
と
に
無
理
が

な
い
か
」「
生
活
に
必
要
な
こ
と
が

自
分
で
行
え
て
い
る
か
」
な
ど
自
分

の
心
と
体
の
状
態
が
確
認
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
入
し
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
返
送
し
た
人
に
は
、
結
果
表
を
送

付
し
ま
す
。

問
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

総合型地域スポーツクラブでの活動の様子

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

島田敏雄医師
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　市では青少年の国際理解を深め、国際的視野を広めるために毎年中学生を
オーストラリアの友好都市キャンパスピ市とブリンバンク市の学校へ派遣し
ており、今年で21年目を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って、授業や校外学習への参加、ホストファ
ミリーの家庭への宿泊などを行いますので、国際交流に関心がある私立中学
校などへ通っている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で、予定が変更になる場合もあります。
日程　8月17日㈯～ 27日㈫（10泊11日）
対象　市内在住の私立中学校に通う中学2・3年生　2人（作文および面接など
により選考します）
※市立中学校に通う生徒の参加者は、各中学校を通じて募集しています。
費用　約21万円（個人負担約16万円、補助金5万円）
申・問　5月30日㈭までに所定の用紙（市または市教育センター室のホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、ファクス、Eメールか直接教育センター
室　内線3471・ （492）6377・  kyouiku-center@city.shiroi.chiba.jpへ

第21回白井市青少年海外派遣参加者募集

（
仮
称
）
白
井
中
学
校
区

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

　
平
成
25
年
度
中
に
白
井
中
学
校
区

に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

設
立
す
る
た
め
、4
月
11
日
に
「（
仮

称
）
白
井
中
学
校
区
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
正
式
な
設
立

の
前
に
、
設
立
準
備
委
員
会
で
運
営

方
法
な
ど
に
つ
い
て
会
議
・
検
討
を

重
ね
て
い
く
ほ
か
、
設
立
準
備
委
員

会
委
員
の
有
志
に
よ
る
活
動
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
教
室
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
の
活

動
を
開
始
し
ま
す
。

　
準
備
委
員
と
し
て
協
力
で
き
る
人

や
興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
や
会
員

募
集
、
会
議
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
広
報
し
ろ
い
6
月
1
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。

問
　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
6
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰
・
8

日
㈯
・
9
日
㈰
・
15
日
㈯
・
16
日
㈰
・

22
日
㈯
・
23
日
㈰
・
29
日
㈯
・
30
日

㈰
　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

～自分にチャレンジ！～
房総アドベンチャー参加者募集

　市では、自分たちで立てた計画に基づいて行動する「房総アドベンチャー」を実施
します。
　房総アドベンチャーは自分で課題を見つけ、学び、考え、自らが主体的に判断や行
動し、問題を解決することや仲間と協調し思いやる心などを身に付け豊かな人間性を
養うこと、そして「生きる力」を身に付けることを目的としています。
　宿泊はテント、食事は自炊となり、自然や文化に触れ合いながら、自分たちで立て
た計画に基づいて5泊6日の生活をします。宿泊地は市で指定し、目的地までの移動は
公共交通機関を利用しますが、1日に長い距離を歩くこともあります。
日程　7月27日㈯～ 8月1日㈭（5泊6日）
※事業に必要な知識や技術を習得するため、7月6日㈯・7日㈰に1泊2日の事前研修を
行います。
対象　市内在住・在学の小学5年から高校生まで　24人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　寝袋（タオルケットなども可）、食器、雨具、着替え
参加費　小学生9,000円、中学生以上13,000円
※金額は変更になる場合があります。
■申・■問　往復はがきに住所、氏名、学校名、学年、性別、生年月日、保護者氏名、電
話番号を記入の上、6月7日㈮（必着）までに郵送で生涯学習課「房総アドベンチャー係」
内線3433へ

房総アドベンチャー随行ボランティア募集
　班（3～ 4人）に随行し、子どもの安全の見守りや活動の助言・指導を行う全
日程参加できる随行ボランティアを募集します。
　随行するにあたり、必要な基礎研修を事前研修の時に実施し、交通費や食費、
通信費は支給します。
対象　①青少年の育成や体験活動への指導などに興味がある人　3～ 4人
　　　②教師などを目指している学生　6人（高校卒業以上）
　　　※応募者多数の場合は、選考基準により選考します。
■申・■問　住所、氏名、電話番号、年齢、性別、青少年の育成経験の有無、野外
活動指導経験の有無を記入の上、6月14日㈮までに、はがきかEメールで生涯学
習課「房総アドベンチャー係」　内線3433・{ syougai-gakusyuu@city.shiroi.chi
ba.jpへ

上
、
5
月
27
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
・
キ
ッ
ズ
・
ク

ラ
ブ
年
間
会
員
募
集

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
は
「
太
陽

系
の
小
さ
い
星
た
ち
〜
衛
星
・
彗
星
・

小
惑
星
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
6
月
、
11
月
、
2

月
は
保
護
者
と
小
学
生
以
上
の
家
族

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
6
月
22
日
、
7
月
20
日
、
9

月
7
日
、
10
月
19
日
、
11
月
9
日
、

1
月
18
日
、
2
月
8
日
（
各
土
曜
日
、

全
7
回
）　  

午
後
4
時
30
分
〜
5
時

45
分

※
11
月
と
2
月
は
開
始
時
間
が
異
な

り
ま
す
。

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
、

文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
な
ど

対
象

　
全
日
程
参
加
で
き
る
小
学
4

〜
6
年
生

　
25
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
年
間
1
、
0
0
0
円
（
材

料
費
な
ど
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）  

、
学
校
名
、

学
年
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
保
護

者
氏
名
を
記
入
の
上
、
6
月
1
日
㈯

か
ら
15
日
㈯
ま
で
に
郵
送
で
〒
2
7

0
―
1
4
2
2

　
白
井
市
復
1
1
4

8
―
8

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
、
未
記
入

の
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ

う
「
子
ど
も
ワ
ン
パ
ク

大
会
」

　
市
子
ど
も
ワ
ン
パ
ク
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、
普
段
体
験
で
き
な
い
遊

び
を
市
内
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
友
だ
ち
や
家
族
と
一
緒
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
18
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所

　
白
井
第
二
小
学
校
校
庭
・
体

育
館
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
の
み
）

内
容

　
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
、
輪
投
げ
、

「
お
手
玉
」つ
く
り
、バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、
ロ
デ
ィ
オ
、
し
っ
ぽ
と
り
な
ど

問
　

子
ど
も
ワ
ン
パ
ク
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班
内
）　 

内
線
3
4
3
1
〜
3
・

 sy
ou

g
ai-g

ak
u
sy

u
u
@
cit

y
.sh

iroi.ch
iba.jp

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
徒
歩
や
自
転
車
、
市
の
循

環
バ
ス
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

若
者
の
自
立
や
社
会
参

加
を
支
援
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
若
者
の
自
立
や
社
会
参

加
を
支
援
す
る
た
め
に
、
生
涯
学
習

課
や
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
連
携
・
協
力
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
精
神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
「
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
相
談

会
」（
生
涯
学
習
課
）

　
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不
安
が
あ
っ

て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持
つ
こ
と

が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
無
料
相
談
会
を
毎

月
2
回
各
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
や
教
育
、
労
働
、
福
祉
な
ど
の
関

係
機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
本
人
が
希
望
し
た
場
合
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
も
支
援
し

ま
す
。

日
程
・
場
所

　
6
月
7
日
㈮
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
21
日
㈮
・
冨
士
セ

ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
7
時

20
分

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件

　（
予
約
優
先
）

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3
・

 syougai-gaku

syuu@
city.shiroi.chiba.jp

へ

◆
安
心
で
き
る
心
の
居
場
所
を
提
供

し
ま
す
「
安
心
し
て
話
が
で
き
る
心

の
居
場
所
〜
ハ
ー
ト
〜
」（
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
）

　
茶
話
会
な
ど
で
仲
間
と
話
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
ま
た
「
ハ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
日
で
も
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
た
い
人
や
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
み

た
い
人
な
ど
を
対
象
に
、
話
し
を
聞

い
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

り
す
る
居
場
所
の
提
供
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2
金
曜
日

　
午
後
3

時
〜
4
時
30
分

※
6
月
は
7
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。

対
象

　
20
〜
30
歳
代
の
人

申
・
問

　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
7
）
1
1
5
1
へ

※
開
催
日
当
日
に
直
接
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◆
こ
こ
ろ
の
C
a
f
e
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

悩
ん
で
い
る
自
助
グ
ル
ー
プ
「
パ
ス

テ
ル
」
と
交
流
し
な
が
ら
「
こ
こ
ろ

の
回
復
」
を
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2
土
曜
日

　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

対
象

　
15
〜
35
歳
ま
で
の
独
身
女
性

で
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
よ
っ
て
、
募

集
人
数
が
変
わ
り
ま
す
の
で
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9

2
）
2
0
2
2
へ
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

日程表
日程 内容

6月1日㈯ ピザを作ろう
7月30日㈫ プラ板作り、大きなシャボン玉遊び
8月予定 夏休みスペシャル
9月予定 しろい探検隊
10月5日㈯ レクホールでスポーツ
12月7日㈯ 歳末助け合い共同募金活動
1月25日㈯ センターまつりに向けての準備
2月上旬予定 センターまつりに出店
3月1日㈯ お別れ会（ケーキを作ろう）

　みんなで一緒に、いろいろな体験をしてみましょう。
日程・内容　下表のとおり
時間　午前10時～正午
対象　小学生　15人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（材料費）
※別途、交通費などが掛かる場合があります。
申　5月22日㈬までに電話か直接西白井複合センターへ

複   キッズクラブ
趣
味
・
教
養
・
学
習

　夏の日焼け対策に素敵な
ストールを作りましょう。
ファッションアイテムの一
つとして重宝します。
日時　6月3日㈪、10日㈪、
17日㈪、20日㈭（全4回）
 午後1時～ 3時
対象　市内在住のおおむね
60歳以上　15人（応募者多
数の場合は抽選）
持ち物　3号のかぎ針、手編み糸120㌘（約5玉）
申　5月25日㈯までに電話か直接福祉センターへ

  

ボ  

初
級
手
話
講
習
会

　
耳
の
不
自
由
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
聴
覚
障
害
に
つ

い
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
初
級
講

座
で
す
。

日
時

　
6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
、
7
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
、
8
月
2
日
・
9
日
・
23
日
・

30
日
、
9
月
6
日
・
13
日
・
20
日

（
各
金
曜
日
、
全
15
回
）　
午
後
7

時
〜
8
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
保
険
代
、
資

料
代
な
ど
）　

申
　

5
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

　 

カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
メ
ン

写
真
展

　
家
事
に
積
極
的
な
男
性
（
カ
ジ
ダ

ン
）
や
育
児
を
楽
し
む
男
性
（
イ
ク

メ
ン
）
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

  

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
は
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
入
賞
作
品
は
6
月
24

日
㈪
か
ら
29
日
㈯
ま
で
の
男
女
共
同

参
画
週
間
中
に
展
示
し
ま
す
。

申
　

6
月
15
日
㈯
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
所
定
の
応
募
用
紙
（
白
井
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

に
D
S
C
判
か
L
判
で
プ
リ
ン
ト
し

た
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
か
E
メ
ー
ル
、
直
接
青

少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
・

 fu
k
u
s

h
i-c

e
n
te

r@
b
z0

4
.p

la
la
.

or.jp
へ

    
「
ヨ
ー
ガ
教
室
」
体

験
講
座

　
春
か
ら
自
分
の
健
康
維
持
の
た
め

に
ヨ
ガ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
29
日
㈬

　
午
後
2
時
30
分
〜

4
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般

　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
0
0
円
（
資
料
代
な
ど
）

申
　

25
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

  

　
藍
染
教
室

　
T
シ
ャ
ツ
に
絞
り
を
入
れ
て
、
自

分
流
に
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

駅  

憩
い
の
家「
音
楽
会
」

　
井
上
栄
次
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
で

懐
か
し
の
名
曲
を
聴
い
た
り
、
一
緒

に
歌
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
13
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
60
歳
以
上
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
0
0
円
（
資
料
代
な
ど
）

申
　

6
月
5
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

大
人
の
手
芸
「
コ
ッ

コ
倶
楽
部
」

　
一
目
一
目
に
思
い
出
を
た
ど
り
な

が
ら
、
着
物
を
使
っ
て
「
ミ
ニ
チ
ュ

ア
着
物
」
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
6
月
11
日
、
7
月
9
日
、
9

月
10
日
、10
月
8
日
、11
月
12
日
（
各

火
曜
日
、
全
5
回
）　  

午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般

　
15

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
裁
断
し
て
も
よ
い
着
物
の

片
袖
分
、
絹
糸
、
裁
縫
道
具

申
　

5
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

   

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

　
自
宅
で
気
軽
に
で
き
、
気
持
ち
よ

く
な
れ
る
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
学
ん

で
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
6
月
13
日
・
20
日
・
27
日
（
各

木
曜
日
、
全
3
回
）　  

午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般

　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
足
部
反
射
区
健
康
法
会

高
橋
佳
子
さ
ん

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

申
　

5
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

駅 公

福

福     ストール作り講習

鳥
見
神
社
の
切
ら
れ

庚
申
（
こ
う
し
ん
）

　
江
戸
時
代
、
銚
子
で
捕
れ
た

魚
を
い
ち
早
く
江
戸
へ
届
け
る

た
め
に
使
わ
れ
た
道
が
市
内
を

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
道
は
、

新
鮮
な
魚
を
運
ん
だ
道
な
の
で

「
鮮な

ま
み
ち

魚
道
」
や
「
鮮な

ま魚
街
道
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
魚
は
舟
に
乗
せ
ら
れ
利
根
川
を

上
り
、
我
孫
子
市
布
佐
で
陸
揚
げ

し
ま
す
。
利
根
川
に
堤
防
が
で
き

た
延
宝
年
間
以
降
は
、こ
こ
が「
鮮

魚
道
」
の
出
発
地
と
な
り
、
馬
で

現
在
の
印
西
市
、
白
井
市
、
柏
市
、

鎌
ヶ
谷
市
を
通
り
松
戸
の
河
岸
ま

で
運
ば
れ
、
再
び
舟
に
乗
せ
替
え

て
日
本
橋
へ
と
運
び
ま
し
た
。

　
魚
を
運
ん
だ
人
を
「
鮮な

ま
し

魚
師
」

と
呼
び
ま
す
が
、「
鮮
魚
道
」
は

家
の
少
な
い
場
所
や
牧
の
中
な
ど
、

夜
は
寂
し
い
場
所
も
通
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
物
語
る
か
の
よ
う

に
次
の
よ
う
な
話
が
富
塚
地
区
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
あ
る
晩
一
人
の
鮮
魚
師
の
男

が
い
つ
も
の
よ
う
に
富
塚
に
さ
し

か
か
る
と
、
何
や
ら
お
か
し
な
気

配
を
感
じ
は
じ
め
た
。
や
が
て
火

の
玉
が
鮮
魚
師
に
向
か
っ
て
飛
ん

で
く
る
の
が
わ
か
り
、
男
は
怨
霊

に
と
り
憑つ

か
れ
る
と
思
い
、
恐
ろ

し
さ
の
あ
ま
り
、
持
っ
て
い
た
刀

で
斬
り
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
手
ご

た
え
を
感
じ
た
が
、
刀
は
折
れ
て

し
ま
い
、
あ
と
が
な
く
な
っ
た
男

は
そ
の
場
で
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

目
が
さ
め
る
と
、
そ
こ
に
は
刀
傷

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

を
残
し
た
庚
申
塔
が
建
っ
て
お
り
、

ど
う
や
ら
、
あ
や
ま
っ
て
庚
申
塔

を
斬
り
つ
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ
の
後
だ
れ
と
な
く
、
こ

の
庚
申
塔
を
「
切
ら
れ
庚
申
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
通
行
の
安
全

を
祈
る
人
々
の
た
め
に
、
な
ま
道

の
脇
に
立
ち
続
け
て
い
た
が
、
い

つ
し
か
そ
ん
な
こ
と
も
忘
れ
去
ら

れ
て
、
鳥
見
神
社
の
境
内
に
移
さ

れ
た
と
言
う
」（「
白
井
の
伝
説
と

文
化
財
」
よ
り
引
用
）。

　「
鮮
魚
師
」
に
切
り
つ
け
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
庚
申
塔
「
切

ら
れ
庚
申
」
は
、
富
塚
鳥
見
神

社
の
境
内
に
あ
り
、
宝
永
3
年

（
1
7
0
6
）
の
造
立
で
、
右
背

側
面
に
あ
る
大
き
く
え
ぐ
れ
た
部

分
が
刀
傷
の
跡
と
さ
れ
ま
す
。
庚

申
塔
と
は
、
庚
申
の
日
は
一
晩
眠

ら
ず
神
に
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
過

ご
す
と
い
う
庚
申
信
仰
に
基
づ
く

石
塔
で
す
。

　「
鮮
魚
道
」
の
存
在
は
江
戸
時

代
の
市
内
の
歴
史
を
考
え
る
際
の

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
が
、
武

士
や
民
衆
が
日
常
利
用
し
た
木
下

街
道
と
は
異
な
り
、
通
行
記
録
や

関
連
資
料
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
意
味
か
ら
も
切
ら
れ

庚
申
は
鮮
魚
道
に
関
連
す
る
文
化

財
と
し
て
重
要
で
す
。

問
　

郷
土
資
料
館

　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

日
時

　
6
月
6
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
大
人
用
の
T
シ
ャ
ツ
（
綿
、

麻
、
絹
素
材
の
も
の
で
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
不
可
） 

、
厚
手
の
ゴ
ム
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
、
染
め

液
を
持
っ
て
帰
り
た
い
人
は
2
㍑
く

ら
い
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

講
師

　
白
井
高
校
藍
染
研
究
会
員

参
加
費

　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

6
月
2
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

 

コ  「
白
井
S
級
グ
ル
メ

の
会
」
会
員
募
集

　
白
井
の
特
産
物
で
あ
る
ナ
シ
や
野

菜
な
ど
の
食
材
を
使
っ
て
、「
S
級

駅

桜

（
白
井
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
意
味
）」
オ

リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
作
る
会
で
す
。
料

理
を
作
る
こ
と
が
好
き
な
人
を
募
集

し
ま
す
。

日
時

　
6
月
7
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

申
　

本
日
の
午
前
9
時
か
ら
6
月
3

日
㈪
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
か
直
接

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

　 

将
棋
大
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
6
月
8
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　

6
月
1
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

育

て

◆
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
賛
美

歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も

事
前
申
し
込
み
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所

　
東
京
基
督
教
大
学
内
チ
ャ
ペ

ル
（
印
西
市
）　
入
場
料

　
無
料

問
　

東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

1
1
3
1

◆
Ｄ
V
D
昭
和
と
戦
争
視
聴
・
懇
談
会

　「
第
7
回
焼
け
跡
に
さ
ま
よ
う
」

を
視
聴
し
た
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま

す
。

日
時

　
26
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

　
場
所

　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー

　

問
　

白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
家
庭
倫
理
講
演
会  「
お
か
あ
さ

ん
」

　
お
か
あ
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
し
、
家
族
の
絆
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
2
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

3
時
40
分

　
場
所

　
ホ
テ
ル
マ
ー
ク

ワ
ン
C
N
T
（
印
西
市
）　
対
象

一
般

　
講
師

　
㈳
倫
理
研
究
所

　

内
田
靖
士
研
究
員

　
参
加
費

　
1
、

0
0
0
円

問
　

大
熊
☎
（
4
4
4
）
0
7
3
6

◆
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
「
学

校
見
学
会
」

　
校
内
の
施
設
案
内
や
授
業
参
観
を

実
施
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
3
日
㈪
・
4
日
㈫

　
午

前
9
時
15
分
〜
11
時
50
分

　
場
所

　

県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
（
我
孫

子
市
）　  

対
象

　
特
別
支
援
教
育
に

関
心
の
あ
る
人

申
・
問

　
電
話
で
県
立
我
孫
子
特

別
支
援
学
校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）

0
8
3
1
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
初
夏
の
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
朗
読
会
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
7
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　

朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
公
開
講
演
会
「
が
ん
は
予
防
で
き

ま
す
か
？
」

　
東
京
電
機
大
学
の
川
井
悟
教
授
に

よ
る
生
活
習
慣
と
が
ん
の
関
係
や
最

新
医
療
に
お
け
る
が
ん
予
防
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
6
月
8
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

　
場
所

　
東
京
電
機
大
学

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
印
西
市
）　
入
場
料

　
無
料

問
　

東
京
電
機
大
学
校
友
会
事
務
局

☎
0
3
（
5
2
8
4
）
5
1
4
0

◆
白
井
美
術
会
展

　
部
門
ご
と
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
展
示
内
容

　
5
月
21
日
㈫
〜

26
日
㈰

　
日
本
画
・
洋
画
、
5
月
28

日
㈫
〜
6
月
2
日
㈰

　
工
芸
・
陶
芸
・

書
道
・
彫
刻

　
時
間

　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時

※
各
期
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
　

北
平
☎
（
4
9
1
）
6
4
2
6

◆
さ
つ
き
・
山
野
草
展
示
会

　
盆
栽
愛
好
会
で
は
市
の
花
「
さ
つ

き
」
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
、

展
示
会
や
苗
木
の
無
料
配
布
、
盆
栽

の
作
り
方
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮

　
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

　
場
所

　
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　

血
脇
☎
（
4
9
2
）
0
3
1
8

◆
緑
の
教
室「
挿
し
木
を
楽
し
も
う
」

　
挿
し
穂
の
作
り
方
か
ら
挿
し
木
後

の
管
理
方
法
ま
で
を
学
べ
ま
す
。

◆
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
会
員
募
集

　

　
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
あ
る
、
協
会
入
会
希
望
の
50

〜
80
代
の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　

N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部

　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
白
井
太
鼓
倶
楽
部
子
ど
も
太
鼓
隊

募
集

　
こ
の
夏
、
和
太
鼓
を
練
習
し
て
祭

り
で
太
鼓
を
た
た
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
3
日
㈪
か
ら
毎
週
月
・

木
曜
日

　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

　

※
活
動
期
間
は
8
月
ま
で
で
す
。

場
所

　
白
井
第
二
小
学
校

　
対
象

小
学
4
〜
6
年
生
（
低
学
年
は
要
相

談
）　
会
費

　
5
、
0
0
0
円

問
　

佐
藤
☎
0
9
0
（
3
2
0
9
）

8
1
0
7

◆
冨
士
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
囲
碁
の
対
局
を
通
じ
て
、
棋
力
の

向
上
と
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
高

齢
者
中
心
の
同
好
会
で
す
。
見
学
は

随
時
行
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
1
時
〜

場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

　
入
会
金

1
、0
0
0
円

　
会
費

　
1
、0
0
0

円
（
3
カ
月
分
）

問
　

足
立
☎
（
4
9
7
）
1
3
3
6

◆
リ
ズ
ム
体
操
会
員
募
集

　
50
〜
60
代
を
中
心
に
軽
快
な
音
楽

に
の
っ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
無
料
体
験
が
で
き
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
1
時
〜

3
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー

　
入
会
金

　
2
、
0
0
0
円

　

会
費

　
3
、
0
0
0
円
（
施
設
使
用

料
な
ど
）

問
　

田
島
☎
（
4
9
2
）
3
3
8
5

◆
「
市
民
卓
球
大
会
・
講
習
会
」
参

加
者
募
集

　
年
に
1
度
の
卓
球
市
民
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
大
会
で
す
。
初
心
者

の
部
や
講
習
会
も
行
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
白
井
市
卓
球
連
盟
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

日
時

　
6
月
9
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け

　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所

　
大
山
口
中
学
校

　
対
象
　

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　
種
目

　

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
壮
年
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）、
初
心

者
の
部
（
卓
球
講
習
会
含
む
）　
参

加
費

　
5
0
0
円
（
見
学
ま
た
は
講

習
会
の
み
は
無
料
）

申
・
問

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
種
目
を
記
入
の

上
、
5
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
小
泉
☎
・

（
4
4
6
）

6
1
2
6
へ

◆
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業
の

助
成
金
交
付
団
体
募
集

対
象
団
体

　
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の

た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど

活
動
実
施
時
期

　
平
成
25
年
4
月
1

日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

　
助
成
金

額
　

1
団
体
20
万
円
が
上
限
で
助
成

対
象
事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
（
基

金
の
予
算
範
囲
内
）

申
・
問

　
申
請
書
（
環
境
基
金
窓
口
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
6
月
7
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

〒
2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉
市
宮

小
路
町
1
2

　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金

☎
0
4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7
へ

高

齢

者

は
抽
選
）

持
ち
物

　
運
動
で
き
る
服
装
（
ジ
ー

ン
ズ
不
可
）、
運
動
靴
、
ゴ
ル
フ
用

グ
ロ
ー
ブ
（
左
手
の
み
）、
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
（
7
番
ア
イ
ア
ン
）

参
加
費

　
1
回
1
、3
0
0
円（
ボ
ー

ル
代
）

申
　

6
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
暑
中
見
舞
い
は
が
き
の
作
成
や
E

メ
ー
ル
の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
方
法
な
ど
を
楽
し
く
学
べ

る
無
料
の
講
習
会
で
す
。

日
時

　
6
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
（
全

5
日
間
）　  

午
後
1
時
45
分
〜
4
時

45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
入
力

が
で
き
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　

5
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ   会員募集説明会

　

　長年培った豊かな知識や経験を生かし

ながら、健康や生きがいのために仕事を

してみませんか。

日時　30日㈭　午前10時～

場所　保健福祉センター

対象　市内在住の原則 60 歳以上（自由

参加）

　  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
を

届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お

市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

　
6
月
4
日
㈫

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

複  
お
い
し
い
お
弁
当
講
座

　
幼
稚
園
に
持
っ
て
い
く
彩
り
豊
か

な
弁
当
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
20
人
（
応

募
者
多
数
の
場
足
は
抽
選
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
）

申
　

19
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

　

　
ベ
ビ
ー
&
キ
ッ
ズ
お

話
会

　「
お
話
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
（
自
由
参
加
）

複  

バ
ブ
チ
ビ
ラ
ン
ド

　
子
ど
も
の
虫
歯
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
を
歯
科
衛
生
士
か
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
6
月
4
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者 

20
組
（
応
募
者
多
数
の
場
足
は
抽
選
）

冨

社

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　

5
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
社
会
福
祉
協
議
会
へ

福    
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
講
座

　
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
体
力
作
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
経
験
者
も
大

歓
迎
で
す
。

日
時

　
6
月
13
日
・
20
日
・
27
日
・

7
月
4
日

　（
各
木
曜
日
、
全
4
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
リ
ト
ル
グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー

船
橋
（
神
々
廻
）

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

日
時

　
6
月
23
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　

24
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
開
催
日
の
1
カ
月
前
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
県
立
北
総
花

の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）

4
0
3
0
へ

申
　

5
月
25
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　
簡
単
な
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
触

れ
合
い
遊
び
、
離
乳
食
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
6
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者

　
16
組
、
妊
娠
6
〜
8
カ
月
の

人
　

4
人
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

6
月
8
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

2013.5.157
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し
た
。
ま
つ
り
の
際
に
は
、
毎
回

見
ら
れ
る
光
景
で
す
が
、
生
の
人

形
劇
を
見
て
生
の
声
に
触
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
「
お
は
な
し
」
に
引

き
込
ま
れ
て
い
る
姿
は
、
と
て
も

ほ
ほ
笑
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
世
界
と
は
違

う
一
方
通
行
で
は
な
い
演
者
と
見

る
側
の
一
体
感
が
あ
り
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
世
界
を
子
ど
も
た
ち
に

届
け
た
い
と
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
実
行
委
員
は
10
人
前
後
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
の
開
催
に

あ
た
り
、
1
年
前
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
な
ど
の
準
備
を
始
め
ま

す
。
人
形
劇
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
と
お
話
に
関
わ
る
講
演
会

や
見
学
会
も
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。
1
月
20
日
に
は
第
4
回
の

開
催
に
先
立
ち
「
子
ど
も
と
楽
し

む
絵
本
の
世
界
」
と
題
し
た
講
演

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

　「
し
ろ
い
人
形
劇
ま
つ
り
」
の

始
ま
り
は
今
か
ら
9
年
前
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
2
0
0
4
年
6
月

に
「
ち
ば
県
人
形
劇
ま
つ
り
」
が

2
日
間
に
わ
た
り
白
井
市
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
中
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
人
形
劇
団
、
読
み
聞

か
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
集

ま
り
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
「
市
内
と
近
隣
の

団
体
で
小
規
模
で
も
開
催
で
き
な

い
か
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、「
し

ろ
い
人
形
劇
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
2
年
に
1
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で
4
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
来
場
者

も
増
え
、
演
じ
る
人
や
サ
ポ
ー
ト

す
る
人
、
見
る
人
と
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
が
ま
つ
り
の
中
で
関
わ

り
、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
互

い
の
心
の
財
産
に
も
な
っ
て
き
ま

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
当
日
手
伝
い
が
で
き
る
人
、
実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
も
募

集
し
て
い
ま
す
。   

連
絡
先

　
事
務
局

　
新
井
☎
（
4

9
1
）
3
5
9
5
・

sh
iroi

n
in
n
g
y
ou

@
y
ah

oo.co.jp

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
で
活
動

し
て
い
る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

も
参
加
し
、
実
演
も
含
め
た
楽
し

い
講
演
内
容
で
、
互
い
の
知
己
と

な
る
よ
い
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
白
井
の
子
ど
も
た
ち

の
文
化
環
境
が
よ
り
よ
い
も
の
と

な
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

　
第
4
回
し
ろ
い
人
形
劇
ま
つ
り

は
6
月
30
日
㈰
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
午
後
0
時
20
分
か
ら
4

時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
に
は
、「
参
加
ワ
ッ
ペ
ン
〕

が
必
要
と
な
り
1
つ
2
0
0
円
で

す
。
3
歳
未
満
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※
「
参
加
ワ
ッ
ペ
ン
」
の
前
売
り

は
、
6
月
1
日
㈯
か
ら
下
記
連
絡

先
で
受
け
付
け
ま
す
。
当
日
券
有

り　
チ
ラ
シ
は
5
月
下
旬
に
公
民
館

   
し
ろ
い
人
形
劇
ま
つ
り

         

実
行
委
員
会

　

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑥

天
　
竹
の
秋
暮
れ
か
か
る
頃
風
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
福
加
あ
け
み

地
　
鳥
の
い
て
水
面
の
ゆ
る
る
花
筏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
小
澤
喜
美
子

人
　
音
も
な
く
花
菜
な
か
ゆ
く
一
輛
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
大
橋
　
茂

【
選
評
】　
天

　
季
語
は
竹
の
秋
で
あ
る
。
竹
は
、
春
秋
を
逆

に
詠
む
。
俳
歴
の
あ
る
作
者
と
思
う
。

　
地

　
春
ら
し
い
水

辺
の
様
子
が
画
か
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
む
。
　
人
　
詩
情

あ
る
作
品
で
、
特
に
遠
景
が
開
け
て
い
る
。

　
　
手
賀
沼
の
さ
ざ
波
光
り
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
　
織
本
泰
子

古
里
は
路
地
の
奥
ま
で
あ
た
た
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
片
野
美
耶
子

雨
し
づ
か
草
木
息
づ
く
春
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
齋
藤
順
子

全
山
の
淡
き
緑
や
夏
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
齊
藤
眞
一
郎

雪
洞
に
夜
目
に
も
著
く
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
染
谷
英
人

離
任
式
教
師
輪
の
中
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
松
村
純
子

人
の
丗
を
ま
じ
め
に
生
き
て
麦
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
柳
沢

　
純

　◎
朝
も
や
に
包
ま
れ
て
い
ま
だ
ね
む
る
街

　
独
り
新
聞
配
達
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
松
井
寛
紅

【
選
評
】　
新
聞
配
達
に
行
く
作
者
。
街
は
朝
も
や
に
包
ま
れ

人
影
は
見
え
ま
せ
ん
。「
独
り
」
に
思
い
が
籠
り
ま
す
。
新

聞
を
毎
朝
読
め
る
有
難
さ
を
思
い
ま
し
た
。

春
荒
れ
の
通
り
過
ぎ
た
る
裏
庭
に

連
翹
の
花
哀
れ
散
り
敷
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
蝦
名
幸
子

か
た
く
り
の
う
つ
む
く
よ
う
に
咲
き
揃
う

花
を
見
上
げ
る
北
の
斜
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
梶
み
ほ
子

老
い
た
れ
ば
背
を
丸
め
た
る
父
小
し

我
も
あ
な
た
の
子
で
あ
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
名
越
た
て
み

花
終
へ
し
伏
姫
桜
し
だ
れ
た
る

枝
の
葉
か
げ
に
小
き
実
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
望
月
玲
子

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係

　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is

y
o
@

c
ity

.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
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レターポストが
白井そろばん博物館前に登場

　4月7日、全国でも3本しかないとい
う「レターポスト」が、そろばん博物
館前に登場しました。
　このレターポストは、1948年～
1949年に試作品として製造された数
少ない丸型ポストで、投函口下の銘版
は「郵便POST」ではなく「LETTER」
と記されているのが特徴です。
　このポストは、長野県東筑摩郡生
坂村で1993年まで使用されていまし

たが、その10年後、廃棄処分されたものを元生坂郵便局長の腰原さん
が退職記念として自宅に持ち帰り、庭で保管をしていました。腰原さ
んの元同僚がこの貴重なポストの存在を知り、丸型ポスト愛好家であ
る名古屋市在住の写真家、庄司さんに連絡、一緒に丸型ポストの再生
に取り組んでいる元白井郵便局長の計らいにより同博物館前での復帰
となりました。同博物館の石戸館長も「まちおこしにつながる」と語っ
ていました。
　当日は、関係者によるテープカットの後、子どもたちが記念に、は
がきや手紙を投函しました。
　現在市内には、文化センターに一般的な丸型ポスト、白井郵便局に
白い丸型ポストが設置されていますので、丸型ポスト巡りをしてみま
せんか。

新しくなった風景印（特別な消印）　
　白井郵便局の風景印（特別な消印）が3月14日から新しくなりました。
　デザインは、市特産の梨の実をかたどっ
た中に梨の花、北総鉄道とともに、千葉県
指定文化財の小金牧の牧士資料の「陣

じんがさ

笠・
野
の ば お り

羽織・野
のばかま

袴」が採用されました。消印の色
は「鳶

とびいろ

色（赤茶色）」で、野羽織に近い色調
です。
　この新しい風景印を押してもらい、親しい
人に手紙をだしてみませんか。
　この風景印を押印してもらうには、50円以上の切手を貼った郵便物
を白井郵便局前の白い郵便ポストに投函するか、白井郵便局の窓口で
お願いする必要があります。

読み聞かせに熱中する子どもたち

看板の前で遊ぶ子どもたち

記念にポストに投函

訂正とお詫び　広報しろい5月15日号8ページ「しろい文芸」中、「{hisyo@city.chiba.jp」は「{hisyo@city.shiroi.chiba.jp」の誤りでした。
                         お詫びして訂正いたします。


